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E
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り
民
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和
次
郎
)

○
文
政
の
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十
月
騎

済
州
鳥
の
地
質
輿
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放
姦
(
川
崎
繋
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郎
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◎
富
士
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史

井
野
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茂
雄
潜
(富
ii
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研
究
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十

7
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古

今

省
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足
慣
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脚
二
十
鋼

東
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1

0
囲

版

解

詑

済

州

島

漢

撃

山

(
上

聞

)

洗
牽
山
は
朝
鮮
縫
取
の
梅
軒
に
艦

沸
せ
る

完

孤
応
即
ち
粥
州
島
り
静
中
火
に
旭
光
す
る
秀
峰
,1
し
て
筒

鞭
海
些

事

米
に
及
ぶ
｡
其
の
風
車
米
に
傭
鮎
と
し
空

ハ
月
の
頃
と
雌

J
伶
畷
々
た
る
自
冠
か
我
を
英
倣
脈
は
蛾
髄
と
し
て
四
囲
に
預
れ
其
上

に
三
官
有
侍
の
寄
放
火
出
払
社
ふ
｡
挿
樹
は
北
海

巌
の

T
部
私
淑
南
方

よ
り
見
た
る
も
の
にこ
し
て
中
央
は
自
席
樽
と
稗
す
る
火
口
湖
に
し
て
碧

水
谷
港
ふ
｡
往
時
早
魅
に
際
し
て
は
'
牧
位
は
此
鹿
に
解
攻
,"4
設
け
て

耐
乞
み
な
し
た
り
と

云
ふ
｡
手
前
の
森
々
た
る
は
新
し
さ
噴
出
,1
か
ゝ

る
黒
色
玄
鵡
岩
磯
に
し
て
先
方
′り
峻
崖
は
弟

し
き
粍
舵
節
税
か
な
ぜ
ろ

次
白
色
の
γ
ル
カ
-
粗
哲

石
塊
な
り
.
比
の
山方
潜
み
火
口
の
両
年
に
放

て
金
-
典
に
せ

る
ほ
畔
に
哲
人
の
興
総
和
悲
-
肝
な
り
O
速
-
に
点
呼

rql
脚
銀
山
は
斗
彪
峯
及
び
朝~
飛
地
蒋
な
る
二
審
放
火
叫
な
り
｡

済
州
鳥
住
民

(
下
固
)

本
籍
の
任
だ

就
き
て
11
人
文
地
激

発

七

七
三



地

球

節
十
懸

堺
上
興
味
多
L
O
耽
維
川
班
別
の
屈
虫
の
第

7
兼
に
放
て
.
1ニ
押
入
あ

り
て
地
下
よ
り
産
れ
給
ひ
､
叉
三
紳
女
海
の
枚
方
よ
り
五
穀
'
櫓
肌
の

和
み
嘩

T<)て
雄
編
の
横
に
披
り
給
ふ
O
三
紳
人
虹
ち
に
之
hJ4
繁
り
於
ひ

其
子
孫
は
即
ち
現
任
氏
な
り
と
云
ふ
O
元
よ
り
信
頼
す
る
に
兄
ら
ざ
る

神
話
に
過
す
TU
雄
も
､
些

二
紳
女
は
或
は
救
邦
よ
り
渡
り
於
ふ
た
と
J

博

へ
ら
れ
て
屠
る
.
之
と
如
似
の
押
詰
が
あ
っ
て
､
甥
欄
大
紺
の
生
み

給

へ
る
御
子
で
'
素
聾
嶋
帝
の
御
孝
子
に
な
り
給
ふ
た
と
云
ふ
三
女
紺

･･?Lは
ら
の
収か
つく
に

は
柴

原

中

国

の

宇
佐
偽
に
降
ら
れ
て
鴨
北
並
中
に

鼓
し
ま
す
と
め
る

う
f.Jん

即
ち
柑
北
は
音

(
の
朝
鮮
で
宇
佐
偽
は
宵
の
チ

山

樹

即
ち
牡
陵
梅
の
こ

と
で
飛
出
窒
民
族
と
朝
鮮
と
の
闘
係
を
悌
え
L
iも
の
で
済
州
鵜
に
も
同

株
な
交
渉
が
あ
り
は
し
な
か
つ
た
か
と
の
凝
悶
み
持
っ
て
居
る
｡
地
坪

串
的
に
も
栄
甘
'
支
那
､
満
州
､
日
本
'
朝
鮮
と
は
騎
接
な
細
係
私
有

Lt
此
埠
の
氏
族
の
終
始
融
和
し
た
筏
成
蛇
族
で
あ
る
=
と
は
今
立
資

青
み
姿
L
な
い

が
､
赴
瓢
蝕
む
断
定
す
る
=
と
は
却
々
の
排
間
脳
で
軽

々
し
-
取
扱
ふ
理
由
に
は
叩
か
な
い
0
両
L
其
容
貌
骨
格
､
風
俗
･
言

語
'
信
仰
追
跡
等
よ
り
見
れ
ば
朝
鮮
本
土
と
其
他
か
輿
に
せ
る
新
が
砂

-
な
い
O
宙
よ
り
奉
人
'
拡
人
な
る
併
謂
湛
族

や
挟
倍

液
JJ
の
細
係
も

耐
白
い
が
之
私
他
の
機
骨
に
準

へ
庇
い
O
我
邦
と
も
鮮
明
天
晶
の
七
年

沖
連
繋
群
居
に
倣
L
甘
済
み
顔
TJ過
る
金
次
'
風
雅
に
迎
過
し
て
耽
肝

に
悌
潜
ぜ
し
共
時
よ
り
我
邦

へ
靭
某
絡

へ
ず
天
武
天
息
よ
り
持
続
大
患

の
御
代
迄
朝
責
し
た
0
日
本
番
紀
に

7
保
夫
虫
の
御
字
に
摘
み
求
め
に

常
夏
の
関
に
使
者
払
出
し
紛
ひ
'
使
者
之
私
求
あ
て
解
朝
せ
L
に
帝
比

に
崩
御
L
紛
び
州
死
ぜ
り
と

あ
る
｡
,
,の
常
夏
の
財
は
折
州
偽
の
こ
と

第
六
班

実

八

七
四

で
あ
る
｡
叉
南
軍
工
亀
田
蹄
浦
は
串
S
.始
曳
帝
が
不
潔
不
死
の
寮
携
わ

求
め
に
倣
費
払
出
し
北
東Ii
よ
り
安
邦
へ
邸
退
し
た
の
に
拘
っ
て
命
名
し

た
と
云
ふ
O
即

ち音
よ
り
砿
接
支
那
と
の
発
泡
路
が
開
か
れ
て
居
た
も

の
ら
し
い
此
潟
東
は
山
間
部
浴
に
住
め
る
土
人
に
し
て
多
数
は
軟
毛
を

以
っ
て
作
れ
る
衣
版
附
子
私
芳
し
鳥
居
博
士
に
よ
れ
ば
蒙
古
人
稗
に
酷

似
す
と
'
其
政
市
の
状
況
及
び
師
弟
に
石
塔
私
共
-
韓
の
寄
習
よ
り
想

考
す
れ

ば
発
音
人
秤
の
影
恕

軸
受
け
し
餅
も
抄
か
ら
す
｡
叉
栄
音
親
水

の
際
本
鴇
を

冠

婚
地
と
な
し
舶
加
の
藤

聖

典
塙
の
訓
総
額
み
な
せ

し
追
風
の
存
す
る
に
準
b
ざ
る
か
と
推
考
す
0
位
蛇
の
風
俗
を
見
る
に

女
子
は
本
土
に
見
る
が
如
-

紙
上
に
物
み
剥
か
ず
必
ず
竹
鴇
か
脇
に
弛

ぇ
又
小
供
の
負
ひ
方
も
内
地
と
同
じ
で
あ
る
｡
後
頭
部
は
任
地
人
の
如

-
平
坦
耳
り
す
内
地

人
の
如
-
後
方
に
驚
達
す
9

堺
す
る
に
絶
海
の
孤
島
な
る
が
故
種
々
の
人
種
の
総
譜
触
措
せ
る
J

の
た

て
古
-
よ
り
隣
接
地
と
発
泡
あ
り
殊
に
染
付
人
種
の
風
習
の
今
仰

存
す
る
は
大
い
に
抜
目
に
慣
す
｡

0

滋

賀

県

高

鳥

部

泰

山

寺

野

黍
山
寺
野
は
安
鹿
川
の
南
岬

.ii
み
る
洪
積
静
の
基
地
で
あ
っ
て
'
北
牛
は
蹄
糊
付
に
､
南
中
は
安
貞

村
地
内
で
あ
る
0
北
に
は
安
長
川
の
谷
私
隔
て
1
砲
兵
の
繊
習
壕
で
あ

る
壁
鹿
野
が
あ
る
｡
審
野
寺
野
に
饗
鷹
野
よ
り
-

少
し
低
-
て
後
者
の

主
賓
部
が
海
抜
二
軍

二
十
米
億
あ
る
の
に
前
額
で
は
約
二
甘
十
栄
で
あ

る
O
添
山
寺
野
は
略
姿
形
の
外
僻
み
有
L
､
瀬
田

丁
曳
億
'
南
北
-
之

に
過
っ
て
屠
る
｡
西
方
に
は
硯
石
虎
斑

石
に
な
る
柿
板
潜
及
角
倉
か
ら

成
っ
て
ぼ
る
阿
鵬
陀
山
(
凹
璽

二
米
)
が
あ
る
.
野
の
表
師
は
現
衣
で
は



自
鈴
虫
の
小
松
と
塘
と
で
被
ほ
れ
て
居
る
が
'
地
形
図
に
は
五
溺
分

-

で
-
二
溺
五
千
分

T
で
J
共
.1ニ
草
原
に
し
て
あ
る
Q
地
質
は
噛
粥
に
嫌

み
交

へ
た
-
の
で
殊
に
地
表
.1
は
磁
鯛
が
厚
く

鹿
に
よ
っ
て
は
甚
L

-
粘
土
質
で
あ
る
O
=
の
基
地
の
北
側
の
柵
癖
に
繰
る
と
'
野
の
北
牛

は
三
階
又
は
凹
階
の
段
丘
ね
成
し
て
揺
る
｡
=
の
T<;
下
の
二

階
又
は
二

階
は
明
か
に
安
貞
川
の
糾
成
段
丘
で
あ
っ
て
甘
二
十
米
及
び
軍

二
十
米

附
近
め
高
雄
に
あ
る
O
而
し
て
段
丘
の
附
は
狭
-
て
三
官
来
内
外
で
あ

る
｡
其
の
上
の
控
に
甘
八
十
衆
力
雪

盲

米
の
尚
距
Li
あ
っ
て
粂
-
中

で
は
な
-
約
北
方
に
傾
斜
し
て
ゐ
る
｡
こ
の
段
の
問
に
廷
向
き
十
五
港

内
外
の
放
射
師
が
北
七
十
庇
酉
か
ら
何
七
十
度
米
の
方
向
LL
T
紅
組
に

辿
っ
て
蹴

る
｡
‥
の
断
段
と
ま
で
は
云
ふ
こ
と
は
山
水
な
い
が

T
定
の

方
向
在
村
つ
た
放
射
仰
1

7
つ
の
断
厨
…舵
で
は
な
か
ら
う
か
と
い
ふ
脱

が
あ
る
O
而
し
て
=
の
光
向
は
ニ
ー
か
ら
'
北
西
三
餌
の
虚
ま
で
超
し

て
iUf･
ろ
熊
川
断
厨
の
光
向
と
同
じ
で

あ
る
O
併
し
其
の
池
的
の
方
向
で

は
な
く

た
ヾ
俳
光
し
て
揺
る
の
二iJ
あ
る
｡
忠
封
筒
の
上
は
野
の
主
姐

で
二
宮
十
五
米

内
外
の
荷
ru
で
中
火
か
盛
り
上

っ
て
西
部
の
山
地
寄
り

は
却
っ
て
偶
か
低
く
な
っ
て
倍
る
J
=
の
主
部
.り
何
分
11
'
-
､二

段

高
-
渦
紋
二
甘
五
十
栄
に
速
す

る
狭
い
部
分

が

め
っ
て
t
J
J
1
ほ
孤
立

し
て
且
つ
仰
抑
さ
れ
て
ゐ
る
｡

姦
の
上

に
.Ij
企
く
人
家
が
な
い
O
た
ヾ
鞘
的
S
l阿
軸
陀
川
下
に
賦
潮

村
火
牛
小
野
大
山
辞
の
小
部
将
が
あ
る
O

も
と
は
十
二
戸
み
つ
た
と
い

ふ
=
と
で
あ
る
が
現
衣
で
は
八
戸
ェ
リ
し

か
な
い
o
中
野
に
向
ふ
布
の

っ
よ
り
に
あ
っ
て
水
川
や
州
が
腐
い
｡
如
し
中
野
へ
の
谷
の
中
の
水

門

放

散

ほ
耕
ruれ
サ
碑
稗
さ
れ
な
い
部
分
が
少
-
な
い
｡
排
す
人
が
少
+･T<
い
鴇

め
で
あ
る
｡
審
山
寺
野
の
主
要
部
は
粘
質
感
栂
が
地
表
払
準

っ
て
ゐ
て

充
分
州
に
す
る
=
と
も
出
爽
る
L
､
洞
池
に
ょ
ろ
液
概
､J
出
水
瓢
い
こ

と
で
は
な
い
磯
で
あ
る
O
然
る
に
現
在
の
状
況
で
は
唯

l
つ
の
大
山
寺

の
氏
店
で
さ
へ
放
楽
さ
れ
る
に
至
る
か
も
知
れ
ね
｡
さ
ほ
ど
･;
奥
で
な

い
耕
地
が
光
艇
さ
れ
て
行
-
の
は
食
栂
人
口
問
題
の
や
か
ま

し
-
論
談

さ
れ
る
現
代
で
は
全
-
知
倒
し
た
人
文
現
象
で
あ
る
｡
我
邦
に
は
耕
ru

I

ーる
べ
き
野
が
そ
,
)ド
-
=
1
に
-
あ
る
0
=
れ
埠
は
何
れ
-
塊
榊
や
磯

か
ら
成
る
眺
横
段
丘
か
基
地

か
で
あ
っ
て
率
に
大
都
骨
Li
紅
い
虎
で
ー

兇
相
関
と
な
り
茶
畑
と
な
り
畑
地
と
な
る
が
捉
柴
の
設
備
か
ら
少
し
で

も
遮
ざ
か
つ
た
鹿
は
耕
さ
れ
-
せ
ず
'
時
と
す
る
と
宋
燈
さ
れ
て
行
く

の
ほ
人
目
の
和
食
集
中
の
現
象
と
し
て
の
み
之
私
槻
て
行
か
れ
な
い
.

(
ナ
カ
i
ラ
)

o
大

阪

市

の
地

盤

耐

力

分

布

田
恩

赦
状
地
質
梯
不
潔
取

試
錦
の
方
法
で
地
盤
耐
力
及
地
質
み
糾
悲
し
た
紬
典
に
描
る
と
'
大
阪

印
の
地
粕
は
(
こ
上
町
式
(
二
)御
堂
解
式
(
≡
)
安
治
川
式
の
三
樺
に
火

別
す
る
こ
と
が
出
氷
る
｡

(
但
し
地
盤
以
下
官
尺
か
限
庇
と
す
る
)
0

(
こ
上
町
式
-

止
町
の

7
仲
は
高
張
で
､
北
よ
り
滴
に
延
び
地
光

は

砂
健
及
粘
土
の
互
暦
で
桝
糖
暦
に
腐
す
る
り
此
砂
疎
肘
は

1
年
力
駅
に

射
し

7
噸
年
力
室
凹
噸
年
の
耐
威
力

(
耐
匪

カ
は
以
下
駄
に
噸
数
の
み

で
示
す
)
私
有
L
t粘
土
も
亦
牛
噸
乃
祁二
叫咽
の
耐
牌
カ
私
有
す
る
故
､

上
町
は
州
常
凝
固
な
地
猫
と
網
へ
る
じ
(
二
)御
堂
筋
式
-

此
符
の
地

盤
ほ
北
に
天
満
か
ら
船
楊
及
偽
の
内
払
過
ぎ
維
政
に
超

す
るも
の
で
､

契
れ

七
五



地

球

第
十
魯

新
音
村
政
の
沖
胡
府
に
属
し
'
砂
磯
粘
土
か
ら
成
る
｡
而
し
て
試
錐

り

総
見
か
ら
見
る
と
天
満
､
舶
場
及
び
雛
政
の
三
院
域
F/
地
盤
の
狙
弱

'

地
封
称
に
多
少
S
t差
迫
が
あ
る
O
即
ち
ハ
イ
)
天
満
脚
光
で
は
地
式
以
下

十
Jl
延
ば
沖
稗
新
暦
の
砂
棟
で
､
肘
逃
力
付
や
噺
力
寅
三
噸
み
る
fJ
､

其
以
下
は
願
脚
な
沖
疎
音
厨
の
砂
改
暦
で
耐
腰
カ
H
三
噸
乃
讃
.凶
噸
年

で
あ
る
が
.
潤
さ
八
十
尺
の
餓
伊
に
な
る
と
厚
さ
約
十
八
の
軟
朝
か･S耐

践
力
率
噺
の
粘
土
肘
が
み
る
'
赦
し
天
満
附
近
代
大
阪
肘
内
で
怒
糊
な

地
於
と

云
(
る
｡
(
∩
)
射
場
附
妃
で
は
地
表
以
下
二
十
五
八
迄
は
砂
厨

で
'
英
下
に
惇
三

二
十
三
八
の
粘
土
厨
‥北
ハ
に
神
税
新
修
)
が
あ
る
.
砂

暦
は
耐
座
カ
年
噸
力
覚
二
噸
あ
る
が
'
粘
ij
厨
の
耐
鵬
力
は
牛
咽
に
過

ぎ
ず
し
て
細
め
て
軟
弱
で
あ
る
O
然
し
搾
さ
五
十
八
尺
以
下
は
鵜
飼
な

沖
蹄
古
層
の
砂
磯
厨
で
耐
魔
力
三
噸

力
至
凹
噸
傘
め
る
｡
文
様
さ
八
十

尺
の
所
に
耐
歴
力
年
収
の
揮
買
十
大
尺
り
桃
土
が
あ
る
｡
(
C

抑
披
附

近
で
は
地
表
以
下
四
十
七
尺
迄
は
砂
樺
で
h
rE内
上
部
三
十
二
尺

は
耐
tELBjr

カ
年
噸
乃
至

f噸
(
沖
稗
新
暦
)
､
北
宇

部
十
就
尺
は
耐
威
力
三
噸
力
至

四
噸
牛
(
沖
鈴
音
暦
)
あ
る
｡
拭
き
四
十
七
八
以
下
は
眺
稗
暦
の
粘
土
及

砂
磯
で
粘
土
は
揮
三

丁十
凹
尺
､
其
耐
越
カ

T
噸
牛
あ
る
O
砂
裸
厨
は

耐
座
力
七
順
で
厚
さ
は
二
十
九
.<

以
上
に
蓬
す
る
.

(
三
)
安
治
川
式

I

J
Jの
式
の
地
盤
代
任
苫
陥
r3

7
部
､
港
､
此
花
'
苅
田
淀
川
及
水

成
の
珊
院
私
含
み
弼
稗
が
鹿

い
O
地
衣
以
下
二
十

丁
尺
迄
は
沖
稗
新
暦

の
砂
暦
で
耐
鵬
カ
年
噸
力
薫
二
噸
'
以
下
七
十
八
八
迄
は
沖
稀
新
暦
の

粘
土
で
耐
雌
力
率
順
一竺
耶
し
軟
弱
で
あ
る
.
此
下
位
に
は
耐
鷹
力
三
噸

年
の
沖
稀
古
層
の
砂
疎

が
あ
る
｡
上
述
の
株

に
火
阪
田
の
地
盤
は
三
秤

節
大
雄

望
O

七

六

軸
に
分
和
さ
れ
､
其
内
⊥
町
式
及
御
堂
筋
式
の
耐
地
怨
El
耐
底
力
髄
-
V

駁
肘
だ
と
云
EL
る
が
､
掬
リ
安
治
川
式
地
船
に
至
っ
て
は
軟
弱
な
憾
が

九
,=･.)

0

伯

備

線

全

通

山
陽
山
陰
竺

完

動
脈
組
み
つ
な
ぐ
伯
仰
線
は

十月
廿
五
日
か
ら
的
祇
し
た
.
岡
山
か
ら
出
て
､
舟
放
轡
音
'
宍
粟
の

各
僻
み
へ
LJ､

吊
簸
川
の
浜
谷
に
約
ふ
て
中
尉
基
地
を
縦
断
す
る
の
で

あ
る
｡
渦
紋
に
は
E
溶
性
ポ
'
粥
撤
愈
満
'
紫
紺
の
脚
数
が
あ
る
が
､

鵬
中
川
開
脚
ま
で
ほ
'
既
に
開
け
て
ゐ
i
I
の
で
あ
る
｡
川
岡
か
ら
新
緑

で
方
谷
隣
と
い
ふ
の
が
申
井
村
に
出
水
た
｡
倍
額
山
川
方
谷
り
名
に
よ

っ
て
こ
の
駅
名
な
つ
け
た
｡
非
舟
'
石
塔
耐
僻
み
へ
tj
山
間
盆
地
の
新

風
'1二
つ
-
'
=
･J
は
貯
水
作

僻
妹
及
三
新
線
の
完
成
な
ま
っ
て
､
中
国

述
地
桃
隣
組
の
桐
軸
と
な
る
べ
rq･.伊
で
あ
る
0
新
月
の
さ
さ
足
立
輝
ま

で
T
=7
兆
て
ゐ
る
が
､
そ
こ
の
分
相
に
新
郷
村
谷
田
峠

の
槍
が
あ
る
O
上

石
見
邸
(伯
賓
)
ま
で
の
剛
に
故
障
が
出
水
た
の
で
'
日
下
日
勤
韓
で
辿

絡
し
て
ゐ
る
が
.
十

]
月
廿
五
LJZ
か
ら
ほ
金
線
閲
池
米
子
岡
山
側
五
時

間
に
L
L
J珪
ザ
る
｡
蹄
gl
雛
的
'仰
山
義

子
問
に
比
し
甘
二
十
哩
和
紀

糾
し
て
､
全
株
九
十
哩
に
す
ぎ
な
い
｡
糊
料
と
山
陰
｡山
際
と
の
r超
紡
系

統
に

T
新
紀
元
な
割
す
る
も

の
と
い
っ
て
よ
い
｡

0

成

鏡

線

全

通

成
血
税
は
今
阿
い
よ
く

竣
工
､
九
月

T
H
か

ら迩
愉
偉
業
私
開
始
す
る
0
本
線
は
火
正
二
77年
十
月
元
山
よ
り
起
工
以

爽
満
十
四
ケ
坤
の
日
子
み
難
し
､
九
千
八
十
五
筏
脚

の
紐
設
蛍
か
投
L

Li
雛
工
事
で
あ
っ
た
o
元
山
.
骨
等
問
三
官
八
十
三
哩
八
'
支
線
十
四
.･9

九
'･
計
三
宮
九
十
八
哩
七
分
で
あ
る
､
之
に
末
光
組
み
合
し
て
龍
山
か



ら
愈
串
ま
で
五
軍

二
十
七
幌

1
分
で
､
兼
山
安
対
に
比
し
て
大
道
の
な

い
延
長
線
が
出
水
た
.
本
線
は
北
鮮
の
大
賓
畑
み
榊
-
も
の
で
あ
る
O

明
年
鑑
に
は
北
脊
池
湖
支
線
汲
水
脂
作
,S
縦
尤
す
る
非
職
北
部
鰍
の
元

山
番
静
間
約
二
十
哩
の
外
延
-
成
鎖
線
の
終
瓢
た
る
雑
拡
心
地
鮎
と
す

る
碓
井
｡新
阿
山
問
約
四
十
哩
が
竣
エ
す
る
激
先
で
あ
る
｡
阿
州
線
の
罪

状
.
蹄
軌
改
班
と
舶
伐
ち
LJ
､
背
骨
線
和
紙
ぷ
開
場
構
断
s
t妨

7
少
な

印
す
る
こ
と
に
な
る
O
本
税
の
海
岸
線
は
挺
々
i
l
や
川
と
長
打
山
浦
の

梅
坪
な
放
り
恕
治
･:11完

か
む
堆
火
と
山
砂
背
松
の
桝
的
と
に

笛
み
'
蝦
､

怨
等
を

ほ
i
)
め
'
虻
､

鰯
､
明
太
､
な
き

,Q
水
蹄
物
が
多

い
､
姶
茸
JJ
蹴

JJ
出
る
'
い
づ
れ
も
旗
怯
み
赦
む
ろ
に
十
分
で
あ
ら
う
｡

0
北

満

に

於

け

る

新

設

詩

織

道

近
時
浦
袈
に
於
け
る
践
氾

縫
紋
熱
は

T
の
流
行
蛸
の
感
が
あ
る
｡
其
の
規
IEh
は
､
満
袋
利
従
開
放

に
湛
-
常
鉄
の
趨
勢
で
あ
る
が

1
万
各
資
本
問
の
利
雑
独
得
の
競

争
に

エ
リ
'
い
や
が
上
に
も
其
熱
を
持
め
た
邸
71
ェ
る
｡
哉
妃
北
浦
に
於
け

る
新
設
鋤
泣
と
し
て
舘
非
な
も
の
故
項
に
就

い
て
館
硯
時
報
の
報
尊
し

た
所
在
婆
約
す
れ
ば
次
の
池
り
で
あ
る
｡

叫
'
加
支
及
桃
昂
餓
路
の
〝
ロ
ス
問
題

局
挑
銀
迫
が
光
攻
鉄
道
か
ク
ロ
ス
し
て
北
ガ
に
川
g･
う
と
し
て
鼓
に

支
那
側
と
錨
脚
側
と
の
間
に
街
炎
が

旭
り
措
辞
加
水
し
て

放

た
の
で
あ

る
が
洩
那
側
の
塊
根
な
態
庇
に
ょ
つ
て
鯨
桝
側
が
多
少
の
淡
妙
あ
し
た

施
め
三
牛
越
の
燐
案
も
仰
映
し
七
月
其
の
由

印
加
勝
っ
た
｡
盤
に
於
て

挑
昂
戯
題
が
5品

ti
省
に
共
沸
足
怨
讐

鵠
め
.i
瀬
安
城
迫
の
受
け
る

打
輝
け
韮
L
少
-
ほ
な
い
で
あ
ら

う
｡
従
っ
て
耐
践
?.迫
関
に
趣
る
題
併

し
亦
益
々
城
に
な
っ
て
氷
る
で
あ
ら
･㌔

こ
､
舛
光
(舛
々
恰
附
-
克
山
)
既
述
の
数
設

雑

報

弊
々
喰
樹
か
ら
先
山
(
小
鞘
安
納
の
関
山
兜
の
都
市
)
に
至
る
弾
完
成

温
雅
孜
の
計
盤
は
永
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
O
出
穂
江
常
同
は
=
の

7
線

に
ェ
つ
E.J
弊
々
恰
関
の
都
市
的
細
済
偶
他
生
的
め
ん
と
努
力
し
た
が
潮

-
京
蒋
践
造
局
が
端
の
布
設
の
街
に
借
り
エ

却
教
約
六
甘
胡
脚
で
七
月

二
日
舛
光
岡
甘
五
十
哩
の
激
評
工
事
材
料
の
入
札
7秒
T
L
甘
カ
の
某
集

に
清
手
し
た
｡
故
Li
J
Jの
銭
戒
建
設
の
或
仰
_二
は
英
断
が
細
谷
引

い
て

ゐ
る
都
は
確
で
あ
る
｡

三
㌧
完
成
私
急
ぐ
呼
軸
線
の
二
段
工
琳

呼
晦
銭
迫
の
解
二
段
工
串
即
ち
按
牝
､
悔
倫
閥
は
工
嚇
非
常
に
鮎
抄

し
日
下
瞥
力
約

l
滞
名
で
や
っ
て
ゐ
る
が
佃
正
に
労
働
菊
の
大
罪
集
な

し
た
O
赦
し
今
坤
中
tこ
開
池
す
る
や
否
や
娩
問
で
あ
る
.O

凹
､
梅
米
粒
の
数
設
計
溝

梅
林
Jj
率
甘
坊
間
の
銭
道
教
設
問
戒
は
比
に
久
し
-
博

へ
ら
れ
各
方

両
の
埼
開
資
本
家
で
漕
手
さ
れ
た
が
骨
に
立
fm
と
な
っ
た
｡
触
る
に
叔

近
梅
林
品
弄

塔
｡
望

見
城
の
甘
伐
に
ょ
リ
､
資
本
金

7
甘
五
十
祐
一.fa
r

梅
林
｡
寧
宙
塔
･里

見
城
閏
甘
二
十
支
出
の
敷
設
計
盤
な
し
た
｡
同
地
間

は
井
部
･光
支
約
線
申
虎
も
物
資
の
雄
花
鹿
で
大
克
ふ

歩
･高
梁
｡
取
等

の
鹿

産
が
多

い
か
ら
同
線
の
閑
地
に
同
地
方
朋
党
に

漁
す
る
桝
火
で
あ

ら
う
〇

五

'

苦
林
'
故
地
間
拙
速

常
数
株
は
去
る
九
Jl
十
E
か
ら
全
長
甘
三
十
哩
に
捗
り
朗
泡
し
た
｡

同
線
の
閑
適
は
我
問
に

好
称
す
る
所
火
で
あ
る
0
即
ち
田
は
減
磁
の
終

鮎
長
林
か
ら
讃
林
に
至
る
寮
長
線
に
ェ
り
中
央
満
洲
に
迎
続
L
氷

は
盟

に
朝
鮮
淑
群
雄
姑
に
エーー
て
駅
南
｡緒
沖
･骨
串
と
紬
ば
れ
所
謂
寄
食
粒
の

ET
]

七
七



地

紋

第
十
容

節
･:(淡

等

丁

七
八

蒜

み
な
す
J
の
で
金
轡

寄
食
紋
)
開
血
の
暁
に
は
満
州
の
物
資
は
多

く
,
)れ
に
張
り
日
本
淋
万
両
の
新
鮮
が
今
か
ら
愁
催
さ
れ
る
｡
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岡
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賓
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ド
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猫
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人
目
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小北
ハ和
樹
ア
ル
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